
平成１８年度香川県小学校教育研究会算数部会夏季研修会

１ 研究のねらい

２ 研究内容について

（１） 「とい心」について

「とい心」とは，課題に対して 「なぜ・・・なのだろう 「本当に・・・だろうか」といっ， 」

た疑問に思う心や 「○○を使えばできるかもしれない 「○○を△△にすれば前に学習したこ， 」

とと同じだ」などの予想や転換などのことである。

例えば「類推」する考え方は，何度も類推する体験を経て，またそれによって答えを導き出

せたという経験から，適切な類推の仕方を身につけたり，類推することから考えてみようとす

る態度を養ったりすると考える。記号化する考え方も，何度も記号化する経験から 「すっきり，

して良いな 「自分の考えが伝わりやすいな」という記号化のよさに気づくと考える。」

数学的に考える力は，もって生まれたセンスだけではなく，繰り返したり，模倣によって鍛

えられるものである。その経験をより多くさせるために課題に対して「とい心」をもつ子ども

を育てたい。

（２） 「とい心」の活用について

「とい心」となるキーワードを書いた掲示物によ

って，子どもは常に見ることができる。子どもに数

学的な考え方の基礎や態度を身につけさせたい課題

を与えたときに 「とい心」で書くように指示する。，

もちろん，その課題から，子どものどんな考え方を

導き出すかを考えて提示したり，内容に関わる評価

規準とは別の評価規準を設定しておく必要がある。

（３） 「とい心」の効果について

① 解答に向かっての糸口が見つからない子どもが安心できる。課題を見て何のことか分か

らない子どもでも，疑問に思う心を書くことはできる。課題を見て 「なぜ」と考える態度，

は大切である。そういう子どもの「とい心」を全体の前で取り上げることによって，これ

からも自分から書こうという意欲が生まれると考える。また 「○○だったら」という仮定，

で考えることも，数学的な考え方を高めるのに大切な思考である。

研究主題

－ 『数学的な考え方』を育成する評価と指導 －

子 ど も と 算 数 を 創 る

Ⅰ 「とい心」を考えたり，友達の「とい心」を聞いたりすることによって，数学

的な考え方の基礎を高める。

Ⅱ 「とい心」をもとに，友達と学び合う態度を養う。



② 課題に対して，いろいろな視点からアプローチしようとする態度を養える。例えば，あ

る課題に対して，数値を変えることが解答へつながる考え方と結びつかなくても，別の課

題においては立式の見通しがもてる場合がある。ある考え方ではできなかったので，こっ

ちの考え方ではどうだろう，といくつも方法を身につけていれば解へと向かうことができ

る。１つの課題を多様に考える態度を身につければ，様々な課題に対応できるのである。

③ 課題の答えをすぐに見つけようとする子どもに，答えへの過程を自分で確かめさせるこ

とができる。答えを出した子どもの中には 「どうやって求めたの」と聞くとすぐに説明で，

きない子どもがいる。理由は，簡単すぎたり，直感で考えたからである。しかし，一見簡

単そうに思える内容ほど順序立てて他人に説明するのが難しいものである 「○○だから，。

△△になる」といった根拠をもって考えを進める態度は非常に大切である。すぐに答えを

求めるのではなく，その課題をよく見て，観察することが自分の考えの根拠につながるの

である。

④ 友達との学び合いができることである。例えば「○○を使えばできるかもしれない」と

いう「とい心」を全体の前で取り上げることによって 「とい心」の書き方が分からない子，

どもにとって 「そういうことを書けばいいのか」と気付いたり，解答へのヒントになった，

りする。ある子どもの「とい心」で答えが分かった子どもを確認することで，自分の考え

が，友達の考えの助けになったという満足感を得ることができる。

３ 具体的な実践例

（１ 【実践例１】単元 『小数』 第１時間目「小数の表し方を振り返り，理解を深める 」） 。

① 評価規準

（内容） 長さやかさなどの量の大きさを，１／１０の位の小数の表し方をもとに，

１／１００の位の小数を使った表し方を考えることができる。

（とい心） 既習事項をもとに新しい考えを生み出せる （類推）。

例 ・１ｍを１０等分したように，さらにそれを１０等分すれば分かるかもしれ

ない。

・１ｍを１０等分しても分からないときは，１ｍを１００等分してみればで

きるかもしれない。

② 記録

たけしさんの立ち幅跳びの記録を考えましょう。

Ｔ ：たけしさんの立ち幅跳びの記録は，どのくらいかな。

Ｃ１：１メーター８０。

Ｃ２：１．９くらい。

Ｃ３：１．７？

Ｔ ：うん，みんなの見る力はたしかやな。２メートルはないよね。正確に言うためにはどう

すればいい？「とい心」で思いつくだけ書いてみましょう。

， 「 」 。Ｔ ：それでは 初めての とい心 を発表してくれる人

Ｃ１：目盛りをつければ分かるかもしれません。

Ｃ２：はいはい。１ｍよりも小さな目盛りをつければいい

と思います。

〈板書〉

1m 2m



Ｔ ：小さな目盛り？

Ｃ３：１メートルを１０等分した目盛りをつければいいと思います。

（何人かがうなずく）

Ｔ ：こんな目盛りかな （１０等分の目盛りをつけたテープ図をはる ）。 。

Ｃ４：あっ，やっぱり１．８や。

Ｔ ：１．８っていうの。

Ｃ４：うん，１．８メートル。

Ｔ ：１．８メートルってどんな長さ？

Ｃ５：１メートル８０センチのことです。

（１０㎝が０．１ｍということを確認）

Ｔ ：あゆみさんもね，これだけ跳んだんや （１．８３ｍのテープ図をはる ）。 。

あゆみさんの記録を正確に言うため

にはどうすればいいでしょう 「とい。

心」で考えてみましょう。

Ｔ ：ある程度書けた人は，席を立って友

達の「とい心」を見に行きましょう。

良い心を書いている人がいたら自分の

ノートに写させてもらいましょう。

Ｔ ：それでは 「とい心」を発表しましょう。，

Ｃ１：もっと小さな目盛りにすればいいと思います。

Ｔ ：どのくらい小さくすればいい？

Ｃ２：１０㎝の目盛りをもう一回１０等分すればいいと思います。

Ｔ ：なるほど。友達の「とい心」を発表してもいいよ。

Ｃ３：１ｍを１００等分すれば分かるかもしれないと書いている人がいました。

Ｔ ：Ｃ２さんとＣ３さんの目盛りは同じ大きさなの？

（何人かがうなずく）

Ｔ ：まだいたよ。Ｃ４さんはどんな心を書きましたか。

Ｃ４：０．１ｍを１０等分と書きました。

（Ｃ２の１０㎝とＣ４の０．１ｍをつないで）

Ｔ ：この考え方も同じだね。自分が一番分かりやすい心を選んでノートに写しなさい。

その目盛りの長さを０．０１メートルといいます。

Ｔ ：ところで，みんなどうして１０等分したの？２等分や５等分ではいかんの？

Ｃ５：０．１も１０等分したから，それでもたりんかったらまた１０等分したらええ。

Ｔ ：なるほど。前に１０等分したから今回も１０等分を考えたんやね。そんなふうに，昔習

った考えを繰り返し使うことができるんやね。

③ 事後指導

ノートを回収し，全員がどんな「とい心」を書いているかを関心・意欲・態度で評価した。３

， 。 ，つ以上書いている子どもの関心はＡ評価 疑問や仮定を書いていればＢ評価とした 良い考えや

たくさん考えている人のノートにはＡと書くことを子どもにも知らせ，次回の意欲につなげた。

分かりやすい書き方や，図を使って説明しているノートなども次時の最初に紹介した。

〈板書〉

1m 2m



授業の中で分からないことや，新しい内容に入ったときは，既習に戻ってそれを使うように指

導している。またそういう考え方がすばらしいと，褒めるようにしている。

④子どものノート記録

（２） 【実践例２】 『小数の計算』 第５時間目「小数÷整数の意味を理解し，計算できる 」。

① 評価規準

（内容） 数の相対的な見方をもとにして，整数の計算の仕方と同じように考えるこ

とができる。

（とい心） 既習の考え方を使って，小数のわり算の考え方が書ける。

例 ・かけ算と同じように，０．１が何個かを考えればいいかもしれない。

・線分図を描いて考えてみればいいかもしれない。

② 記録

リットルのジュースを３人で同じように分けます。０．６

１人分は何リットルになりますか。

Ｔ ：式はどうなりますか？

Ｃ１：０．６÷３だと思います。

Ｔ ：他には？

Ｃ ：・・・

Ｔ ：なぜわり算だと決めたか言える人。

Ｃ２：３人で分けるからです。

Ｔ ：３人で分けるからわり算にしたの？

Ｃ３：３人で同じように分けるからです。

Ｔ ：あぁ 「同じように」ということばがついたね。もうないですか？，

（少し時間がたって）

Ｃ４：１人分を聞かれているから・・・

Ｔ ：なるほど，そのことばも大切だね。この問題はみんなが言ってくれように，わり算です

が，答えがもう分かっている人。

Ｃ５：０．２だと思います。

Ｔ ：まちがいない？



， ， ． ． 。Ｃ５：えっと ３で割ったんやから ０ ２に３かけたら０ ６になるのでそうだと思います

（板書して）

Ｔ ：本当やね。じゃぁ，どう考えたら答えが０．２になるか分かる人。

（１０人くらい手が挙がる）

Ｔ ：それじゃぁ，みんなが解けるような「とい心」を書いてみよう。ちょっと分からないな

ぁという人は，これを使えばできるのにとか，数がこんな数だったらとけるよ，というこ

とを書いてみよう。

（５分くらい一人学びをさせる ）。

〈支援〉 ノートを振り返らせる。式の数を変えることを促す 「０．をのけて」という考えを書いて。

いる子どもには，かけ算のときを振り返らせる。０．１の個数で考えている子どもには，以

前習ったことを使えていてすばらしいという声かけ，赤ペンでアンダーラインをする。

Ｔ ：じゃあ，今日はだれの考え方からスタートするかな。Ｃ１さんがこんな式だったら解け

るよ，と書いていました。発表してください。

Ｃ１：・・・ ６÷３ ・・・ です。

Ｔ ：６÷３だったら解けそうですか。いくつになるの。

Ｃ１：２です。

Ｔ ：そうだね。同じように６÷３だったら解けるよと書いていた人どのくらいいますか。

（７人くらい手をあげる ）。

Ｔ ：結構いますね。じゃぁＣ１さんのこの考え方からゴールまでつなげられる人。

Ｃ２：私は，１０倍して答えを１０で割ったらいいと考えました。

Ｔ ：どういうこと。

Ｃ２：かけ算のときに，１０倍して計算してから，答えを１０で割ったのでわり算でも同じよ

うに考えました。

Ｔ ：何を１０倍したの。

Ｃ２：０．６

Ｔ ：同じような考え方の人。

Ｃ３：Ｃ２さんとよく似ていて，わられる数に１０をかけて計算して，答えを１０で割りまし

た。

（板書でまとめた後）

Ｔ ：１０倍して１０で割る方法以外に６÷３からゴールまで行ける人。

Ｃ４：６÷３からはできんけど。

Ｔ ：じゃぁ，最初からスタートしてみて。

Ｃ４：ぼくは，０．１が何個か考えたらできると考えました。０．６は０．１が６個なので，

０．６÷３は０．１が６÷３個なので，０．１が２個。答え，０．２だと思います。

（板書）

Ｔ ：こういうこと？なんか見たことあるね。

（ かけ算のとき」と口々に言う ）「 。

Ｔ ：これもかけ算のときと同じような考え方

でできるんやね。ところで，Ｃ４さんのこの考え方にもＣ１さんの考え方（６÷３）が入

っているね。

０．６・・・・・０．１が６個

０．６÷３・・・０．１が（６÷３）個

０．１が２個→０．２



（この後，１０倍法，０．１が何個法と名前を付けてまとめた ）。

Ｔ ：０．６÷３や０．２×３は０．１が何個かを考えたらできるね。

じゃぁ，今までしていた６÷３は何の個数を考えてたの？

Ｃ１：１

Ｔ ：６０÷３は？

Ｃ２：１０

Ｔ ：そうやね。小数も整数も何が何個あるかを数えればいいだね。

③ 事後指導

まず，Ｃ１さんの考えが今日の授業の中心だったことを全体の場で評価した。また，そこから

つなげてゴールまでの考えを発表できたＣ２さん，Ｃ３さんの考えもすばらしいということを評

価した。

またノートを回収し，全員がどんな「とい心」を書いているかを評価した。かけ算のときの考

え方を使っている人や分かりやすくノートに書いている人はＡ評価，６÷３の式が書けた人はＢ

評価にすることを子どもに知らせた。実際の評価は，既習事項を使った考え方にはＢ評価，論理

的，かつ適切に既習事項を使って書いている子どもをＡ評価とした。

④子どものノート記録

４ 考察

（１） 成果

研究のねらいの『Ⅰ 「とい心」を考えたり，友達の「とい心」を聞いたりすることによっ

て，数学的な考え方の基礎を高める 』については，論理的な文章を書くことができる子どもが。

多くなった。文章の中に 「例えば 「もし 「○○だったら」といった言葉を使いながら表現， 」 」

している 文章を分かりやすく書くことが数学的な考える力が高まったことにはならないが と。 ，「

い心」を書きながら，いつの間にか自分の考えを整理しながら表現している。また，既習事項

を振り返る子どもが多くなった。分からなくなったり 「とい心」を書いたりするときに，ノー，

トをめくって考えている子どもが多い。

『Ⅱ 「とい心」をもとに，友達と学び合う態度を養う 』については，友達の「とい心」を。

聞こうという子どもや，友達の考えをノートに写そうという子どもが増えてきた。友達が言っ

てくれる とい心 の中に 答えに向かうヒントが隠されているからである 答えを聞いて あ「 」 ， 。 「

っ，そっか 」よりも，ヒントや考える方向性を聞いて「待てよ…あっ，わかった 」の方が，。 。

子どもは自分で考える（解く）喜びを味わうはずである。友達の「とい心」を聞くことによっ



て，①自分の考えに自信をもつ，②自分の考えを修正する，③他の考え方を知る，ことができ

ると考える。友達のとい心を聞いた瞬間，下を向いて鉛筆を走らせる子どもが多くなった。

その他にも３つの成果が上げられる。

１つ目の成果として，まず教師自身が，どんな数学的な考え方を身につけさせたいのかを意

識して指導できたことがあげられる。その時にノートにどんな考えを書いているのか，どんな

ことばを使って発表しているのかを意識して評価できる。その時間に，既習にもとに類推させ

たいのか，既習の内容と比べて一般化させたいのかを予め意識して指導できる。そうすること

で 「数学的な考え方」の観点を絞って指導・評価できる。，

２つ目は，関心・意欲・態度の評価を事後にノートで評価できることである 「とい心」は課。

題に対しての初めの考えなので，子どもがどういった考え方をしようとしているのか，課題を

どういった見方で受け止めているのかがよく分かる。学び合いの中で友達の心を自分のノート

に取り入れて考えている子どもの関心は高いと言えるだろう。

①［０．２×３の計算］ ②［０．６÷３の計算］

③［２÷４の計算］

この子どもは，０．１の個数で考

えることに抵抗があり，筆算に似た

考え方で計算していた。②の最後に

． ，０ ６÷３＝２と書いているように

よく理解できていない。しかし，２

÷４に出会ったときに，彼女にとっ

ての普通が使えない気付き，小数に

（ ）すれば 単位小数の個数で考えれば

いいことに気付くことができた。

３つ目として，課題に対して何も書けない子どもが少なくなったことである 「とい心」は答。

えではなく，自分の疑問や予想なので子どもは，書きやすいようである。つまり正しいことを

。 ，「 ，「 」 」書かなくてはならないという縛りがない 子どもの発言の中に 先生 とい心 でもいい？

というものがあった。これは，答えに関することは書けないけれど 「とい心」だったら，とい，

う気持ちがふくまれている。もちろん，全員の「とい心」が本時の内容に関わるものばかりで

はないし，算数的に意味のないこともある。しかし，子どもの「とい心」の中には，本時のキ

ーワードになるようなことばもふくまれていて，全体での学び合いで生かされるものも少なく



ない 「あなたのその「とい心」が今日の学びで大切だったんだよ 」と一言かけてあげるだけ。 。

で，本人も他の子どもも「そういうことを書けばいいのか。よし，もっとみんなが考えつかな

いような心を見つけてみよう 」という意欲をもつと考える。たとえ，本時の内容における考え。

方を身につけられなくても 「数字を変えてみれば」という助言（例 ０．６÷３→６÷３）に，

よって，全体の学び合いの中に自分が変えた式が出てきて，解に向かうことが分かれば，今度

から，分からない課題が出てきたときに 「数字を変えてみよう 「○○を△△にかえてみよ， 。」

う 」という意欲が沸いてくるのではないかと考える。。

（２） 課題

まだまだ，友達を意識した「とい心」や，発表の言葉遣いは不十分だと感じた。自分本位の

考えで止まってしまい，友達が理解できるかどうかまでは意識できていないようである。もち

ろん，短期で身につくほど簡単なことではないので，１年間を通して，力をつけていきたいと

。 ， ， 。考える 同時に数学的な考え方を身につけ 高めることは 大変時間がかかることが分かった

類推する考えは 「とい心」によってある程度鍛えることができることが分かったが，それ以外，

の力をつけるにはまだまだ研究，実践する必要がある。

また 「とい心」を自分の力で書けない子どもが３名ほどいる。時間によって自分から書こう，

とはするが，まだまだ自ら学ぼうという意識はもてないようである。原因としては，導入が興

味をもてないものであったのではないかと考える。算数を苦手とする子どもにとって，考えを

書くことはとても難しく，課題に対して少しでも難しいと感じたら意欲が沸かない 「とい心」。

によって，少しでも自分の考えが反映されることを喜びとして感じられるように，続けていき

たいと思う。


